
戦
時
下
の
部
落
問
題
　
Ⅱ

は
じ
め
に

筆
者
が
戦
時
下
の
部
落
問
題
に
つ
い
て
課
題
を
設
定
し
た
理
由
は
、
「
戦
時
下
の

部
落
問
題
」
（
『
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
七
号
）
「
戦
時
下
の
部
落
問
題
Ⅱ
」

（
『
同
』
第
三
八
号
）
の
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
、
具
体
的
に
そ
の
解
明
を
試
み
て
き

た。
今
回
は
、
「
戦
時
下
の
部
落
問
琴
　
Ⅲ
」
■
と
し
て
、
戦
時
下
の
水
平
運
動
の
展
開

過
程
を
、
全
国
水
平
社
長
野
県
連
合
会
（
以
下
、
全
水
長
野
県
連
と
略
称
し
、
長
野

県
水
平
社
と
い
う
名
称
も
こ
れ
に
統
一
す
る
）
を
素
材
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し

た
。
戦
時
下
の
水
平
運
動
は
、
水
平
運
動
と
い
う
独
特
な
運
動
形
態
が
、
治
安
維
持

法
下
に
置
か
れ
た
た
め
に
史
料
的
に
明
ら
か
に
し
に
く
い
点
や
、
水
平
運
動
が
屈

折
、
変
質
し
て
い
く
た
め
に
当
事
者
の
証
言
の
ロ
も
重
い
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
や

や
も
す
れ
ば
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
そ
の
点
を
い
さ
さ
か
で
も
補
い
た
い
の
が

こ
の
小
論
の
趣
旨
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
旧
準
戦
時
下
の
水
平
運
動
　
㈲
日
中
戦
争
の
開
始
と
水
平
運
動
　
周

太
平
洋
戦
争
下
の
水
平
運
動
と
い
う
三
つ
の
観
点
に
立
っ
て
、
全
水
長
野
県
連
と
そ

の
幹
部
朝
倉
重
曹
を
具
体
的
に
と
り
あ
げ
た
い
。

青

　

木

　

　

孝

　

　

寿

一
準
戦
時
下
の
水
平
運
動

1
　
全
水
長
野
県
連
町
活
動

l
九
二
九
年
（
昭
和
4
）
か
ら
一
九
三
一
年
（
昭
和
6
）
に
か
け
て
の
全
水
長
野

県
連
の
組
織
、
運
動
方
針
、
具
体
的
運
動
、
性
格
な
ど
の
特
色
を
ま
と
め
て
み
る

（隆1）
と、

①
長
野
県
の
南
北
佐
久
郡
・
小
県
郡
な
ど
某
借
地
方
を
基
盤
に
水
平
社
支
部
が
鼠

織
ざ
れ
て
い
る
。

㊥
最
初
、
非
政
治
主
義
、
純
水
平
運
動
を
掲
げ
右
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
系
の
朝
倉
重
曹

を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
世
界
恐
慌
を
背
景
に
、
ア
ナ
・
ボ
ル
論
争
を
通
じ
て
ポ
ル

シ
ェ
ヴ
イ
キ
系
若
手
の
活
動
家
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
全
水
長
野
県
連
の
指
導
権
は

ポ
ル
系
に
移
行
し
た
。
執
行
委
員
長
は
ポ
ル
系
の
高
橋
市
次
郎
（
瀬
戸
水
平
社
）
、

全
国
水
平
社
中
央
委
員
は
ア
ナ
系
の
朝
倉
重
曹
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
系
が
主
導
権
を
と

る
と
、
無
産
団
体
と
の
共
同
闘
争
が
決
議
さ
れ
る
（
一
九
三
〇
年
一
月
二
十
一
日
委

（2）

㊥
完
三
〇
年
の
瀬
戸
（
南
佐
久
郡
平
賀
村
）
区
有
林
闘
争
が
水
平
社
側
の
勝
利
　
2
7

に
な
る
と
Y
　
い
っ
そ
う
ボ
ル
系
の
主
導
が
強
ま
り
、
警
察
権
力
と
の
対
立
．
も
強
ま
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る。

④
一
九
三
〇
年
二
月
第
九
回
全
水
長
野
県
道
大
会
で
、
南
信
支
部
代
表
者
か
ら
緊

急
動
議
と
し
▲
て
振
出
さ
れ
た
「
総
選
挙
に
対
す
る
水
平
社
の
態
度
決
定
如
何
」
は
、
■

結
局
議
論
百
出
し
て
保
留
と
な
り
、
「
団
体
的
行
動
は
別
問
題
と
し
て
各
個
人
的
に

自
由
運
動
す
る
こ
と
」
と
な
り
、
第
二
区
で
は
農
民
組
合
候
補
青
柳
藤
作
を
推
せ

ん
、
第
四
区
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
候
補
唐
沢
亀
雄
を
推
せ
ん
す
る
こ
と
に
し
て
い

（3）

る
。
こ
の
と
き
全
水
長
野
県
連
の
高
橋
執
行
委
員
長
・
朝
倉
執
行
委
員
は
、
第
二
区

青
柳
供
符
の
統
一
選
挙
運
動
母
体
で
あ
る
東
借
無
産
沢
選
挙
対
策
委
員
会
の
枢
要
な

地
位
に
す
わ
っ
て
お
り
、
選
挙
運
動
で
も
全
水
長
野
県
連
は
共
同
圃
争
を
展
開
し
て

（4）いる。①
し
か
し
一
九
l
三
年
（
昭
和
6
）
の
沓
沢
（
南
佐
久
郡
岸
野
村
）
山
林
闘
争
初

期
に
お
け
る
日
田
警
察
署
の
弾
圧
に
よ
っ
て
、
そ
の
二
月
七
日
、
ボ
ル
系
指
導
部
に

暴
力
行
為
が
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
検
挙
、
高
橋
市
次
郎
・
高
橋
定
市
・
竹
内
万
之

（5）

助
・
高
橋
利
重
ら
が
有
罪
と
さ
れ
、
全
水
長
野
県
連
は
大
打
撃
を
受
け
た
。
こ
の
結

果
、
沓
沢
闘
争
の
指
導
は
朝
倉
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
、
ア
ナ
系
に
移
る
と
共
に

そ
の
所
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
全
水
長
野
県
連
の
指
導
も
ア

ナ
系
虹
移
行
し
た
。

沓
沢
事
件
睦
訴
審
判
決
の
出
た
直
後
の
全
水
長
野
県
連
拡
大
委
員
会
で
は
、
組
織

の
確
立
、
全
水
総
本
部
並
び
に
県
連
支
持
の
徹
底
を
は
か
り
、
水
平
社
を
暴
力
団
視

（6）

す
る
当
局
に
抗
議
す
る
件
を
決
め
て
い
る
が
、
ア
ナ
・
ボ
ル
論
争
と
か
ら
ん
で
官
憲

の
弾
圧
に
よ
る
全
水
県
連
の
混
乱
動
揺
を
静
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
沓
沢

事
件
以
後
、
全
水
長
野
県
連
の
活
動
は
低
下
し
て
き
た
。

以
上
の
よ
う
に
要
約
し
た
上
で
、
全
水
長
野
県
連
の
指
導
部
と
農
民
運
動
の
か
か

わ
り
を
み
、
さ
ら
に
朝
倉
重
曹
の
県
議
選
出
馬
を
み
た
い
。

2
　
農
民
運
動
と
水
平
運
動

一
九
二
八
・
二
九
年
（
昭
和
3
・
4
）
段
階
で
の
長
野
県
に
お
け
る
農
民
運
動
と

水
平
社
の
関
係
を
み
る
と
、
全
国
農
民
組
合
（
全
集
、
旧
目
鼻
）
と
結
び
つ
く
雨
宮

県
水
平
社
、
農
民
自
治
会
と
結
び
つ
く
南
北
佐
久
郡
と
一
部
小
県
郡
の
水
平
社
（
朝

倉
は
農
民
自
治
会
支
部
を
つ
く
る
）
、
上
小
農
民
組
合
連
合
会
と
結
び
つ
く
小
県
の

水
平
社
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
複
雑
な
結
合
を
み
せ
て
い
た
。
こ
と
に
朝
倉
に
代
表
さ
れ

る
水
平
社
と
農
民
自
治
会
の
結
合
は
深
く
、
非
政
治
主
義
・
無
産
政
党
排
撃
は
ま
き

（7）

に
農
民
自
治
会
の
活
動
方
針
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
一
九
三
〇
年
（
昭
和
5
）
に
な
っ
て
、
佐
久
の
農
民
自
治
会
が
全
集
に
移

行
し
は
じ
め
、
農
民
自
治
会
員
で
あ
っ
た
水
平
社
農
も
全
農
に
移
行
す
る
者
が
出
、

上
中
農
民
組
合
連
合
会
が
同
じ
く
全
農
に
合
同
し
た
の
で
同
じ
現
象
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
時
期
全
農
に
組
織
さ
れ
る
水
平
社
員
を
基
盤
に
、
全
水
長
野
県
連
委
員
長
高
橋

へ8）

市
次
郎
が
全
農
佐
久
地
区
委
員
長
を
兼
ね
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど

典
型
的
な
事
例
で
、
農
水
共
同
闘
争
が
確
立
し
た
。

と
こ
ろ
で
全
農
中
央
で
は
、
一
九
：
二
年
（
昭
和
6
）
三
月
全
農
第
四
回
全
国
大

会
に
お
い
て
、
合
法
政
党
間
題
な
ど
を
め
み
、
つ
て
左
右
両
沢
の
対
立
が
起
こ
ヶ
て
議

場
が
大
混
乱
と
な
り
、
そ
の
会
期
中
に
全
県
の
戦
闘
化
を
主
張
す
る
左
派
代
読
員
が

多
数
会
場
か
ら
検
束
さ
れ
た
。
四
月
全
農
総
本
部
中
央
委
員
会
で
は
、
「
総
本
部
棟

閑
か
ら
の
左
翼
勢
力
の
一
掃
と
社
民
、
労
農
、
大
衆
三
党
の
合
同
支
持
」
を
決
め
、

そ
し
て
右
派
は
左
派
中
央
常
任
委
員
や
書
記
を
全
員
解
任
し
て
総
本
部
の
役
員
を
独

占
す
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
全
農
長
野
県
連
を
含
め
た
一
〇
府

県
連
は
、
「
農
民
組
合
戦
線
の
統
一
、
強
化
拡
大
、
全
農
の
戦
開
化
」
を
声
明
し
、

全
農
の
右
懐
化
に
反
対
し
た
。
七
月
、
労
農
党
・
全
国
大
衆
党
・
社
会
民
衆
党
合
同

派
の
三
党
が
合
同
し
て
全
国
労
農
大
衆
党
（
労
大
党
）
が
結
成
さ
れ
た
。

長
野
県
下
で
も
上
諏
訪
町
で
全
国
労
農
大
衆
党
長
野
県
連
合
会
が
結
成
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
社
会
民
衆
党
の
野
草
勝
、
全
国
大
衆
党
の
林
虎
雄
、
労
農
党
の
羽
生
三

七
の
三
者
会
談
に
よ
っ
て
合
同
の
方
向
が
と
り
き
め
ら
れ
た
も
の
で
、
執
行
委
員
長

野
帯
、
書
記
長
林
、
顧
問
羽
生
、
執
行
委
負
一
五
名
、
こ
の
中
に
北
佐
久
郡
か
ら
朝

（9）

倉
が
入
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
非
政
治
主
義
で
あ
っ
た
朝
倉
が
、
こ
の
時
点
で
労
大

党
に
加
盟
し
執
行
部
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
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＜表1＞　長野県下の農民組合の組織状況

（1933年8月）

痍民組合の種別 冦�廨Idﾉ8x��ﾇﾂ�

小作人組合 鼎"�50．0 ���33C2�50．0 

仝国典民組合 会　議　派 �3��35．7 田S��24．2 

全国農民組合 本　部　派 途�8．3 �3cb�13．6 

日本農民組合 �"�2．4 ���2�7．2 

日本産民組合 総　同　盟 �2�3．6 ��3B�4．9 

合　　　計 塔B�100．0 �(�ScトFﾄ��S��

1933年8月　長野県知事「事務引継書」より作成。

農民組合の名称は「事務引継蕃」のままとした。
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左
沢
を
追
い
出
し
た
全
集
右
派
（
総
本
部
派
）
は
、
合
法
無
産
政
党
で
あ
る
労
大

党
の
支
持
を
下
部
の
地
方
府
県
連
合
会
に
強
制
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
に
対
し
て
全

鹿
長
野
県
連
な
ど
さ
き
に
声
明
書
を
出
し
た
一
〇
府
県
連
と
本
部
青
年
部
は
会
合
し

て
、
「
全
農
政
革
労
鼻
政
党
支
持
強
制
反
対
全
国
会
議
」
を
結
成
し
て
対
抗
し
た
（
略

（10）

称
は
全
集
全
国
会
議
ま
た
は
全
農
全
会
派
と
い
う
）
。
長
野
県
連
は
全
国
会
議
の
中

心
で
あ
っ
た
の
で
、
総
本
部
派
は
中
央
委
員
町
田
惣
一
郎
の
除
名
と
長
野
県
連
解
体

を
指
令
し
た
。
そ
し
て
総
本
部
派
長
野
県
連
結
成
を
指
令
し
、
そ
の
中
心
に
野
溝
勝

を
据
え
た
。
当
時
全
農
長
野
県
連
の
多
数
は
全
国
会
叢
だ
っ
た
の
で
、
野
溝
を
中
心

と
し
た
総
本
部
派
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
7
）
二
月
、
少
数
で
発
足
し
た
の
で
あ

（11）る。

労
大
党
長
野
県
連
拡
大
常
任
執
行
委
員
会
は
、
l
九
三
二
年
二
月
「
労
大
党
旗
携

分
子
」
の
除
名
と
全
島
本
部
支
持
県
連
準
備
会
の
結
成
を
提
案
し
て
、
準
備
委
員
長

に
北
村
万
弥
、
各
地
の
地
区
、
支
部
に
準
備
委
員
を
推
せ
ん
、
東
信
地
区
・
北
佐
久

（12）

郡
・
小
諸
町
支
部
準
備
委
員
に
朝
倉
を
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
朝
倉
は
、
労
大
党
に
属
し
、
全
農
総
本
部
派
に
つ
ら
な
る
立
場
に
立

っ
て
金
座
全
国
会
蓑
と
対
立
し
、
全
水
長
野
県
連
も
そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
全
水
は
、
全
農
総
本
部
に
対
し
て
一
九
三
二
年
三

月
き
び
し
く
抗
議
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
全
水
中
央
委
員
会
は
、
全
集
総
本

部
は
官
憲
と
結
託
し
て
全
農
の
革
命
的
伝
統
を
既
り
ん
し
、
組
合
員
大
衆
の
反
対
を

無
視
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の
新
し
き
御
用
政
党
労
大
党
の
支
持
を
強
制
し
た
、

と
し
て
、
全
県
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
反
対
、
農
民
組
合
戦
線
の
分
裂
策
動
反
対
を
打
ち
出

（13）

し
て
い
る
。

こ
う
み
る
と
全
水
中
央
委
員
朝
倉
は
、
全
水
の
全
集
総
本
部
批
判
と
反
対
の
路

線
、
総
本
部
派
、
労
大
党
支
持
と
い
う
路
線
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
全

水
の
中
で
中
間
派
な
い
し
右
派
に
立
っ
て
き
た
朝
倉
が
、
こ
こ
で
も
全
水
左
派
と
対

立
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
の
ち
中
央
で
は
労
大
党
と
社
会
民
衆
党
が
合
同
し
て
社
会
大
衆
党
（
社
大

党
）
を
結
成
、
合
汝
無
産
政
党
の
統
一
が
確
立
し
た
。
長
野
県
で
も
一
九
三
三
年
八

月
社
会
大
衆
党
県
連
が
結
成
さ
れ
、
七
支
部
、
約
一
五
〇
〇
名
の
党
員
を
擁
し
、
朝

倉
も
同
党
に
移
行
し
た
。
し
か
し
長
野
県
下
で
は
社
大
党
に
不
加
盟
の
旧
社
民
党
県

連
が
五
支
部
、
四
〇
〇
名
い
た
。
労
大
党
に
参
加
し
な
か
っ
た
社
民
党
の
小
山
亮
・

塩
川
清
兵
衛
（
と
も
に
北
佐
久
郡
）
ら
は
、
労
大
党
の
野
清
勝
や
朝
倉
と
は
「
犬
猿

（鳩）

の
仲
」
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
三
三
年
（
昭
和
8
）
二
月
四
日
か
ら
の
二
・
四
事
件
に
よ
っ
て
長
野
県
の
全

鼻
全
国
会
議
の
活
動
家
は
根
こ
そ
ぎ
検
束
、
検
挙
さ
れ
、
活
動
が
封
じ
ら
れ
た
（
四

二
名
）
。
こ
れ
に
対
し
て
全
集
総
本
部
派
は
と
く
に
弾
圧
は
な
く
そ
の
ま
ま
鼠
織
を
残

す
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
三
三
年

八
月
知
事
「
事
務
引
継
書
」
に
よ
れ
ば
、
県
下
の
農
民
組
合
の
組
織
状
況
は
＜
蓑

l
＞
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
の
ち
全
国
会
議
と
総
本
部
派
と
の
合
同
が
成
立
す

る。
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＜表2＞　北佐久郡県会議員選挙当落表
（1931年9月27日実施）

（註）「信濃毎日新聞」1931年9月29日による。

＜表4＞北佐久郡県会議員選挙当落表
（1935年9月27日実施）

（註）「信渡毎日新聞」1935年9月30日による。

3
　
朝
倉
重
苦
の
県
議
選
出
馬

普
選
法
施
行
後
第
二
回
目
の
県
会
議
員
選
挙
が
l
九
三
一
年
（
昭
和
6
）
九
月
二

十
七
日
実
施
さ
れ
、
朝
倉
重
曹
は
労
大
党
か
ら
立
候
補
し
た
。
七
月
結
成
さ
れ
た
ば

か
り
の
同
党
に
加
盟
し
執
行
委
負
と
な
り
、
九
月
の
県
議
選
に
は
出
席
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
選
挙
で
、
労
大
党
か
ら
は
、
野
草
（
上
伊
那
）
・
羽
生
（
下
伊
那
）
・

林
（
諏
訪
）
・
朝
倉
（
北
佐
久
）
の
四
名
が
立
候
補
し
て
野
溝
だ
け
が
当
選
し
て
い

る
が
、
こ
の
と
き
の
選
挙
の
全
国
的
な
結
果
は
民
政
党
が
勝
利
し
た
。
労
大
党
支
持

強
制
に
反
対
す
る
全
集
全
国
会
議
か
ら
は
山
本
虎
雄
（
小
県
）
・
若
林
息
〓
埴
科
）
・

川
口
l
磨
（
下
水
内
）
の
三
人
が
立
候
補
し
た
が
い
ず
れ
も
落
選
し
た
。
朝
倉
の
場

合
を
み
る
と
、
一
九
三
一
年
九
月
十
三
日
北
佐
久
郡
小
諸
町
高
砂
産
で
全
水
長
野
県

連
第
十
一
回
大
会
を
開
き
、
高
塚
伝
右
衛
門
を
議
長
に
、
沓
沢
事
件
の
今
後
の
対
策

と
と
も
に
、
県
叢
擁
立
の
件
を
議
し
た
。
こ
の
と
き
労
大
党
の
公
認
を
得
て
立
候
補

す
る
朝
倉
の
応
援
問
題
を
中
心
に
、
「
全
農
系
、
労
農
大
衆
党
系
両
者
の
間
に
熱
烈

な
論
戦
が
行
は
れ
た
が
、
最
後
に
、
極
力
援
助
す
る
こ
と
と
満
場
二
敦
で
可
決
し

（18）

た
。
」
と
『
融
和
時
報
』
が
報
じ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
県
水
平
社
内
の
全
農
と

労
大
党
と
の
間
で
激
論
を
か
わ
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
結
果
は
、
沓
沢

事
件
で
ボ
ル
系
が
弾
圧
さ
れ
た
あ
と
で
あ
り
、
ふ
た
た
び
全
水
長
野
県
連
内
で
ア
ナ

系
の
朝
倉
た
ち
が
指
導
権
を
遮
っ
た
、
そ
れ
を
反
映
し
て
い
た
。

こ
の
と
き
全
水
長
野
県
連
に
反
対
の
立
場
に
あ
る
借
渡
同
仁
会
が
、
十
月
に
は
全

水
県
連
の
牙
城
で
あ
る
北
佐
久
郡
に
北
佐
久
支
会
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
た
。

全
水
県
連
、
同
小
諸
支
部
は
「
反
動
信
濃
同
仁
会
を
葬
れ
〃
」
の
ビ
ラ
を
配
布
し
て

防
衛
に
懸
命
で
あ
っ
た
。
ビ
ラ
は
「
革
命
運
動
の
一
枝
体
と
し
て
常
に
労
働
鼠
合
、

農
民
組
合
と
協
力
し
（
略
）
全
無
産
大
衆
の
解
放
の
た
め
戦
ふ
可
き
歴
史
的
使
命
を

（19）

持
つ
も
の
」
で
あ
る
水
平
社
は
、
今
度
の
県
議
選
に
労
大
党
を
支
持
し
朝
倉
を
候
補

と
し
た
、
と
侯
靖
決
定
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。

ポ
ル
系
の
全
農
佐
久
地
区
委
員
長
・
全
水
県
連
委
員
長
で
あ
る
高
橋
市
次
郎
を
は

じ
め
ポ
ル
系
被
告
の
多
い
沓
沢
裁
判
闘
争
で
有
罪
判
決
の
出
た
六
月
の
直
後
、
全
水

県
連
ボ
ル
系
の
後
退
の
時
期
に
出
て
き
た
労
大
党
県
連
結
成
、
九
月
選
挙
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
全
水
県
連
内
部
で
論
議
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
結
局
、
労
大
党
執
行

委
負
で
あ
る
朝
倉
が
候
補
者
と
し
て
推
せ
ん
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
九

月
二
十
七
日
の
県
議
選
の
結
果
は
∧
表
2
＞
の
と
お
り
で
あ
る
。
投
票
総
数
l
万
六

七
八
二
票
の
う
ち
五
二
六
票
（
得
票
率
三
二
％
）
を
得
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

（飢）

と
の
と
き
の
町
村
別
得
票
数
を
∧
表
3
V
で
み
る
と
、
朝
倉
の
出
身
地
で
あ
る
北
大

井
村
で
は
相
当
な
得
票
で
あ
り
、
こ
の
村
に
限
っ
て
は
他
候
補
を
上
回
る
第
一
位
の

得
票
に
な
っ
て
い
る
。
存
在
す
る
部
落
の
世
帯
、
有
権
者
に
比
し
て
北
御
牧
村
も
多

く
な
っ
て
い
る
。

と
の
の
ち
朝
倉
は
l
九
三
五
年
（
昭
和
1
0
）
九
月
二
十
七
日
の
県
会
議
員
選
挙
に

も
社
会
大
衆
党
か
ら
出
馬
し
、
∧
表
4
＞
の
よ
う
に
得
票
は
五
七
二
票
、
得
票
率

三
・
五
％
で
、
最
下
位
で
落
選
し
た
。
各
町
村
別
の
得
票
は
∧
蓑
3
＞
の
と
お
り
で

（28）
あ
る
。
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＜表3＞　朝倉重吉の県議選町村別得票数

（註）「信濃毎日新聞」1931年10月1臥1935年9月30日，1939年9月29日に

よる。

31

二
　
日
車
戦
争
の
開
始
と
全
水
長
野
県
連
の
変
質

1
　
全
水
長
野
県
連
の
組
織
の
推
移

（24）

∧
表
5
＞
に
み
る
よ
う
に
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
4
）
十
一
月
八
日
の
長
野
地
方

裁
判
所
検
事
局
報
告
に
よ
れ
ば
、
全
水
長
野
県
連
加
盟
者
は
約
一
七
〇
名
と
あ
り
、

傘
下
支
部
数
一
〇
、
は
か
に
長
野
県
青
年
水
平
社
を
合
わ
せ
て
支
部
員
総
数
二
六
六

名
と
な
っ
て
い
る
。
翌
一
九
三
〇
年
二
月
南
佐
久
郡
平
賀
村
の
瀬
戸
水
平
社
区
有

林
闘
争
で
全
水
長
野
県
連
の
運
動
が
高
揚
す
る
が
、
そ
の
直
前
、
同
年
一
月
二
十

一
日
の
、
全
水
長
野
県
連
第
八
回
大
会
準
備
の
た
め
に
開
か
れ
た
委
員
会
に
、
支
部

一
〇
、
代
表
者
一
五
名
が
出
席
し
、
同
八
回
大
会
に
は
代
素
見
五
二
名
が
出
席
し
て

（25）お
り
、
こ
の
こ
ろ
が
組
織
内
容
、
運
動
と
も
に
全
水
長
野
県
連
の
最
充
実
期
と
み
ら

れる。つ
い
で
一
九
三
一
年
（
昭
和
6
）
の
沓
沢
事
件
に
お
け
る
弾
圧
に
よ
っ
て
、
全
水

長
野
県
連
の
打
撃
、
そ
の
運
動
の
変
質
が
み
ら
れ
る
が
、
l
九
三
五
年
（
昭
和
1
0
）

一
月
、
長
野
県
の
水
平
運
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
県
特
高
課
の
調
査
を
も
と
に
し
た

県
知
事
の
「
事
務
引
継
書
」
に
よ
る
と
、
「
管
下
二
於
ケ
ル
水
平
団
体
ハ
全
国
水
平

社
長
野
県
聯
合
金
ノ
下
ニ
『
一
〇
』
支
部
、
『
全
水
本
部
派
』
系
統
二
雨
宮
県
村
水
平

（26）

社
外
二
団
体
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
一
九
二
九
年
段
階
と
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い

よ
う
に
み
え
る
。

以
上
は
い
ず
れ
も
県
株
高
課
の
調
査
で
あ
り
、
そ
れ
の
コ
メ
ソ
ト
で
あ
る
こ
と
に

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
瀬
戸
事
件
・
沓
沢
事
件
の
よ
う
な
、

全
水
長
野
県
連
の
大
闘
争
の
時
期
に
は
、
水
平
社
の
組
織
拡
大
の
傾
向
、
水
平
運
動

の
部
落
へ
の
影
響
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
支
部
づ
く
り
に
至
ら
な

い
ま
で
も
浸
透
は
み
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
さ
き
の
一
九
三
五
年
の
「
引
継
亭
」
は
、
水
平
社
の
活
動
は
停
滞
し
て
い

る
と
し
て
、

（象）

「
最
近
二
於
テ
ハ
其
ノ
運
動
ノ
対
照
タ
ル
差
別
事
件
ノ
減
少
卜
差
別
事
件
発
生
ス

ル
モ
簡
単
二
口
頭
謝
罪
、
謝
罪
文
等
ニ
ヨ
リ
解
決
シ
、
詭
激
ナ
ル
直
接
行
動
二
出

テ
ク
ル
事
例
ナ
ク
全
国
的
大
勢
卜
同
様
萎
徴
衰
退
ノ
状
況
ニ
ア
リ
、
（
略
）
本
運
動

ハ
一
路
衰
退
ノ
途
上
ニ
ア
ル
モ
本
運
動
ノ
特
質
ハ
締
モ
ス
レ
■
ハ
大
衆
行
動
等
二
出

ス
ル
ノ
虞
ア
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヨ
リ
相
当
留
意
ス
へ
キ
モ
ノ
ア
リ
」

と
し
て
い
る
。

つ
い
で
一
九
三
七
年
（
昭
和
1
2
）
七
月
七
日
の
日
中
戦
争
の
勃
発
は
、
水
平
運
動

の
進
路
を
大
き
く
屈
折
さ
せ
、
打
撃
を
与
え
て
い
く
が
（
詳
し
く
は
後
述
）
、
戦
時

下
の
全
水
長
野
県
連
の
鼠
織
は
、
＜
表
5
＞
の
よ
う
に
な
り
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
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＜表5＞　全国水平社長野県連合会組織一覧

鳥言上昌一郡名1水平社（支部）名

15

11

4

30

85

26

15

雨宮県水平社

和　田　水　平　社

川　西　水　平　社

案　内　支　部

依田建水平社
五郎兵衛新田水平社

蓼　科　水　平　社

昭　和　水　平　社

（協　和）

平　原　支　部

北　郷　牧　支　部

小　沼　支　部

小　諸　支　部

望　月　支　部

三　井　支　部

中　庸　水　平　社

中　信　本　部

平　賀　水　平　社

内　山　水　平　社

長野県青年水平社

2661（※2冨喜写合　　　　　　　　計

全国水平社長野県連加盟者

※印は独立した水平社。合計には含めた。

（「長野県史」近代史料編8－3）

32

高
松
裁
判
所
闘
争
に
よ
る
解
放
運
動
の
高
揚
、
部
落

委
員
会
活
動
に
よ
る
部
落
を
拠
点
に
し
た
日
常
的
生
活

向
上
の
闘
争
、
解
放
の
展
望
を
持
つ
「
人
民
融
和
」
の

発
想
な
ど
、
全
国
水
平
社
の
運
動
は
停
滞
を
打
ち
破
っ

て
た
か
ま
っ
て
き
た
。
政
府
・
融
和
団
体
に
よ
る
融
和

事
業
完
成
十
力
年
計
画
に
対
し
て
も
、
計
画
の
持
つ
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
、
全
水
の
運
動
に
も
部
落
の
環

境
・
生
業
を
改
善
す
る
方
針
を
と
り
入
れ
て
き
た
。
■

と
こ
ろ
が
一
九
三
七
年
（
昭
和
1
2
）
七
月
七
日
の
産

溝
橋
事
件
に
端
を
発
す
る
日
本
軍
部
の
全
面
的
中
国
侵

略
戦
争
の
開
始
は
、
日
本
の
社
会
運
動
を
、
以
前
に
も

増
し
て
大
き
く
方
向
転
換
さ
せ
る
契
梯
と
な
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
水
平
運
動
も
ま
た
そ
の
方
向
に

1
5
）
七
月
一
日
の
長
野
県
特
高
課
調
査
に
よ
れ
ば
、
加
盟
孝
二
二
〇
名
で
あ
り
、
一

九
二
九
年
の
一
七
〇
名
よ
り
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
傘
下
の
支
部
数

は
二
、
支
部
員
合
計
二
三
六
名
で
、
支
部
は
一
支
部
増
、
支
部
員
は
三
〇
名
減
で

あ
る
。
た
だ
し
全
水
総
本
部
派
の
中
信
本
部
・
雨
宮
県
村
水
平
社
を
加
え
る
と
二

九
二
九
年
は
両
支
部
が
加
え
ら
れ
た
数
）
、
総
人
員
は
一
九
二
九
年
と
同
じ
く
二
六

六
名
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
面
か
ら
言
う
と
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
。

つ
ぎ
に
組
織
の
地
域
分
布
を
み
る
と
、
一
九
二
九
年
の
場
合
は
、
埴
科
郡
一
、
小

県
郡
三
、
北
佐
久
郡
三
、
南
佐
久
郡
二
、
東
筑
摩
郡
l
、
そ
の
他
一
と
な
り
、
一
九

四
〇
年
の
場
合
は
、
埴
科
郡
一
、
小
県
郡
二
、
北
佐
久
郡
九
、
南
安
曇
郡
一
と
な

る
。
一
九
四
〇
年
は
、
北
佐
久
郡
で
増
加
し
、
南
佐
久
郡
で
消
滅
し
、
小
県
郡
で
一

減
（
川
西
水
平
社
）
、
中
信
で
は
東
筑
摩
郡
か
ら
南
安
曇
郡
に
中
信
支
部
が
移
っ
て

い
る
だ
け
で
組
織
的
に
は
変
ら
な
い
。
や
は
り
北
佐
久
郡
で
増
加
し
、
南
佐
久
郡
で

消
滅
し
た
の
は
、
沓
沢
事
件
の
後
遺
症
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2
　
全
水
の
方
向
転
換

動
き
出
し
て
い
る
。
日
中
戦
争
勃
発
後
二
カ
月
余
り
の
九
月
十
一
日
全
水
拡
大
中
央

（27〕

委
員
会
が
開
か
れ
、
「
非
常
時
に
於
け
る
運
動
方
針
」
を
決
定
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
一
九
三
七
年
三
月
に
開
か
れ
た
全
水
第
十
四
回
大
会
で
決
定
し
た
方
針
か
ら
大

（28）

き
く
転
換
し
て
い
る
。

「
こ
と
こ
、
に
至
っ
た
以
上
は
国
民
と
し
て
の
非
常
時
局
に
対
す
る
認
識
を
正
常

に
把
撞
し
『
挙
国
一
致
』
に
積
極
的
に
参
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
巴
と
し
て
、
ま
ず

戦
争
の
開
始
と
い
う
現
実
を
容
認
し
て
、
「
挙
国
一
致
」
へ
の
積
極
的
参
加
を
呼
び
か

け
る
。
そ
の
上
で
、
「
『
挙
国
l
致
』
に
は
も
と
よ
り
内
国
相
剋
の
原
因
と
な
る
が
如

き
身
分
的
購
視
差
別
が
存
続
し
て
ほ
な
ら
ぬ
」
と
し
て
、
「
差
別
観
念
乃
至
事
象
を

徹
底
的
に
文
除
」
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
「
差
別
事
象
の

土
台
を
な
し
て
ゐ
る
貧
困
な
る
部
落
経
済
の
組
織
化
と
向
上
を
図
」
る
こ
と
を
強
調

し
、
部
落
住
民
の
生
活
を
防
衛
し
、
出
動
兵
士
の
憂
い
を
な
か
ら
し
め
、
そ
れ
妃
よ

っ
て
「
融
和
問
題
の
解
決
を
促
進
す
る
」
と
し
、
こ
れ
が
全
水
の
任
務
で
あ
る
と
し

た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
「
挙
国
l
敦
」
を
最
高
の
目
的
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
国
内
の
差
別

を
取
り
除
く
こ
と
、
差
別
の
基
盤
で
あ
る
貧
困
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
部

落
問
題
の
解
決
を
「
融
和
問
題
の
解
決
」
と
い
う
表
現
に
変
え
て
き
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
従
来
の
融
和
運
動
へ
の
接
近
、
方
向
転
換
が
み
ら
れ
、
日
中
戦
争
を
推

進
す
る
国
家
政
策
へ
の
従
属
が
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ぎ
忙
全
水
の
具
体
的
な
活
動
方
針
を
前
記
運
動
方
針
で
み
る
と
、
旧
銃
後
活
動

を
如
何
に
す
る
か
　
－
　
出
動
兵
士
家
族
の
救
援
活
動
と
し
て
、
①
軍
事
扶
助
法
及
び

租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
法
の
活
用
㊥
遣
家
族
の
生
活
救
護
と
慰
問
活
動
、
㈲
差
別

問
題
を
如
何
に
扱
う
か
1
「
非
常
時
の
下
に
於
け
る
差
別
軋
弾
は
其
の
挙
国
一
致

を
実
現
せ
し
む
る
」
と
い
う
建
前
か
ら
、
差
別
軋
弾
を
国
民
融
和
へ
の
契
機
と
し
、

相
互
間
の
溝
を
深
め
る
よ
う
な
結
果
を
招
か
ぬ
よ
う
に
す
る
（
国
民
融
和
へ
の
道
）
。

伺
部
落
大
衆
の
生
活
窮
乏
の
寛
服
1
部
落
住
民
の
生
活
程
度
の
低
い
こ
と
が
差
別

観
念
を
存
続
さ
せ
る
　
－
　
①
部
落
の
同
業
者
の
組
合
づ
く
り
等
に
よ
る
部
落
産
業
の

発
達
㊤
虔
村
で
は
耕
地
整
理
組
合
・
開
墾
組
合
・
農
事
実
行
組
合
・
共
同
販
売
購
買

組
合
を
つ
く
る
、
こ
と
な
ど
を
掲
げ
た
。

つ
い
で
翌
三
八
年
（
昭
和
1
3
）
二
月
七
日
、
東
京
の
松
本
治
一
郎
事
務
所
に
お
い

（30）

て
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
声
明
書
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
お
い
て
も
、

「
我
々
は
現
下
戦
時
体
制
に
於
て
は
国
難
に
殉
じ
、
一
方
昨
年
九
月
中
央
委
兵
舎

決
定
の
運
動
方
針
大
綱
を
積
極
化
し
国
策
の
線
に
沿
っ
て
運
動
を
進
め
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

国
内
相
剋
摩
擦
の
解
消
、
挙
国
一
致
の
建
前
か
ら
な
さ
れ
る
革
新
政
策
の
遂
行

（ママ）

は
、
当
然
に
部
落
問
題
を
も
解
決
し
得
る
こ
と
、
確
く
借
ず
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
我
々
は
、
部
落
内
部
の
産
業
更
生
や
精
神
的
自
覚
向
上
を
図
り
以

て
草
新
政
策
遂
行
を
迅
速
有
効
な
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

と
声
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
央
委
員
会
の
挙
国
一
致
、
国
策
遂
行
に
沿
っ
た
国
民
融
和
の
運
動

方
針
は
、
地
方
水
平
社
に
貫
徹
さ
れ
て
、
と
き
に
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
面
を

持
っ
て
き
た
。
一
九
三
八
年
三
月
二
十
三
日
群
馬
県
大
田
町
に
お
い
て
、
関
東
水
平

社
・
同
廼
生
同
盟
の
解
散
式
が
お
こ
な
わ
れ
（
参
加
者
l
三
〇
名
）
、
剃
冠
旗
を
焼

（31）

却
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

3
　
全
水
長
野
県
連
の
方
向
転
換

一
九
三
八
年
三
月
二
十
七
日
、
全
水
長
野
県
連
は
、
全
水
が
指
導
方
針
を
転
換
し

た
あ
と
全
国
に
さ
き
が
け
て
大
会
を
開
き
、
全
水
の
方
針
を
受
け
て
転
換
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
転
換
と
な
っ
た
大
会
は
、
「
全
水
長
野
県
創
立
十
五
周
年
大
会
」
と
銘

打
っ
て
南
佐
久
郡
中
込
町
（
現
佐
久
市
）
の
中
込
公
会
堂
で
開
か
れ
た
。
こ
の
大
会

の
議
案
書
は
朝
倉
重
曹
全
水
中
央
委
員
を
責
任
者
と
し
て
つ
く
ら
れ
、
「
は
し
が
き
」

以
下
そ
の
内
容
は
、
前
年
九
月
の
全
水
中
央
委
員
会
の
「
非
常
時
に
於
け
る
運
動
方

針
」
を
大
部
分
踏
襲
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
逢
う
点
は
、
「
二
、
部
落
大
衆

の
生
活
窮
乏
を
如
何
に
し
て
克
服
す
る
か
」
と
い
う
最
末
尾
の
部
分
に
、
「
具
体
的

方
針
を
樹
て
満
州
盛
業
移
民
も
摂
極
的
に
や
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
一
句
を
入

れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
む
す
び
」
に
お
い
て
、
か
な
り
内
容
を
変
え
て
、
出
動
兵
士

の
家
族
の
救
援
を
支
部
が
中
心
に
な
っ
て
部
落
全
体
の
同
胞
が
助
け
合
う
と
い
う
部

分
は
省
略
し
て
、
そ
の
代
り
に
、

「
我
々
は
部
落
内
部
の
経
済
更
生
や
精
神
的
自
覚
向
上
を
図
る
と
共
に
、
国
家
の

（伴）

大
陸
政
策
遂
行
に
拝
ふ
革
新
政
策
断
行
を
迅
速
有
効
な
ら
し
め
る
よ
う
奪
闘
す
べ

き
で
あ
る
。

従
っ
て
我
々
部
落
問
題
も
日
本
民
族
発
展
の
中
に
約
束
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。以
上

☆
国
家
の
草
新
政
策
断
行
に
協
力
せ
よ
／

☆
全
額
国
庫
負
担
の
部
落
施
設
の
徹
底
／

☆
封
建
的
身
分
制
の
廃
止

☆
全
水
県
聯
創
立
十
五
周
年
大
会
万
才
」

が
補
足
さ
れ
て
い
る
。
結
論
的
堅
貫
え
は
、
全
水
長
野
県
適
性
、
こ
の
時
点
で
全
水

中
央
委
員
会
の
方
針
に
は
な
か
っ
た
「
満
州
農
業
移
民
」
に
帯
橿
的
に
取
り
組
む
ベ
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き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
「
む
す
ぴ
」
で
は
、
一
九
三
八
年
二
月
七
日
の
全
水
中
央
委
員
会
声
明
を

か
な
り
取
り
入
れ
て
い
る
が
　
ー
　
部
落
経
済
更
生
や
精
神
的
自
覚
向
上
な
ど
が
そ
う

で
あ
る
1
、
「
国
家
の
革
新
政
策
断
行
」
が
、
「
国
家
の
大
陸
政
策
遂
行
に
伴
う
革

新
政
策
」
で
あ
る
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
大
陸
政
策
を
革
新
政
策
と
し
て
い
る
点
が
、

最
も
目
立
つ
点
で
あ
っ
た
。

こ
の
議
案
書
作
成
の
責
任
者
は
、
全
水
県
連
執
行
委
員
兼
全
水
中
央
委
員
朝
倉
で

あ
る
か
ら
、
全
水
中
央
委
員
会
の
決
定
が
ほ
ぼ
ス
ト
レ
ー
ト
に
長
野
県
連
に
は
い
っ

て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
、
両
方
の
文
章
を
比
較
し
て
み
て
も
明
確
で
あ
る
。
た
だ

こ
こ
で
は
長
野
県
連
が
、
満
州
農
業
移
民
＝
大
陸
政
策
を
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
点
が
、
全
水
中
央
委
員
会
の
こ
の
時
点
で
の
方
針
と
異
な
る
の
で
あ
り
、

朝
倉
に
代
表
さ
れ
る
長
野
県
連
の
特
色
で
あ
っ
た
。

（33）

こ
の
記
念
大
会
に
つ
い
て
特
高
史
料
は
、
特
別
高
等
警
察
の
視
点
か
ら
で
あ
る

が
、
こ
の
大
会
を
、
「
新
運
動
方
針
に
依
る
時
局
意
識
昂
揚
徹
底
の
為
」
と
位
置
づ
け

た
。
県
連
大
会
・
記
念
茶
漬
会
に
は
参
会
者
二
五
〇
名
（
北
佐
久
郡
本
牧
村
第
二
会

場
に
お
い
て
も
開
催
）
、
「
県
連
幹
部
に
在
り
て
は
大
会
を
最
も
模
範
的
に
終
始
せ
し

め
度
き
意
帝
を
以
て
、
大
会
前
委
員
会
に
於
て
朝
倉
重
曹
よ
り
、
新
運
動
方
針
を
説

明
し
て
時
局
に
対
し
協
力
的
態
度
を
以
て
大
会
に
臨
ま
ん
事
を
求
め
」
た
、
と
あ
る
。

こ
れ
が
ど
こ
ま
で
倍
額
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
県
連
で
換
装
的
に
せ
よ
時
局

（
日
中
戦
争
）
　
へ
の
協
力
的
態
度
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
だ

か
ら
、
「
会
場
に
国
旗
を
掲
吊
し
、
又
皇
居
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
皇
軍
啓
開
感
謝
二
分
間

黙
祷
等
の
精
神
的
行
事
を
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
編
制
す
る
等
の
工
作
を
施
し
た
る

結
果
、
概
ね
挙
国
一
致
の
線
に
沿
ひ
て
終
始
し
、
参
会
者
同
人
を
し
て
時
局
に
対

し
一
層
認
識
を
深
か
ら
し
む
る
効
果
あ
り
た
る
模
様
」

と
言
っ
て
い
る
。
「
宣
言
」
も
特
高
課
と
の
事
前
協
議
で
、
「
デ
マ
と
暴
圧
と
」
い
う

箇
所
を
抹
消
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
事
前
に
特
高
課
の
か
な
り
の
指
導
が
あ
り
、

そ
れ
が
事
後
に
も
及
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
大
会
の
模
様
を
特
高
課
は
詳
し
く
報
じ
て
い

る
の
で
あ
る
。
県
特
高
課
に
よ
る
と
、
大
会
の
協
議
事
項
は
、

イ
　
皇
軍
第
一
線
将
兵
に
対
す
る
感
謝
慰
問
文
発
送
の
件

口
　
県
連
運
動
方
針
に
関
す
る
件
（
朝
倉
よ
り
国
家
総
動
員
の
趣
旨
に
則
り
運
動

す
べ
き
必
要
を
説
き
、
別
記
運
動
方
針
書
を
可
決
）

ハ
　
宣
言
文
決
議
（
可
決
）

ニ
役
員
改
選
に
関
す
る
件

な
ど
で
あ
っ
た
。
国
家
総
動
員
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
運
動
す
る
と
い
う
姿
勢
の
、
全

水
と
ほ
ぼ
同
じ
方
針
案
の
可
決
で
あ
っ
た
。
役
員
は
県
連
委
員
長
に
高
塚
伝
右
衛

門
、
中
央
委
員
朝
倉
、
書
記
長
成
沢
量
一
で
あ
っ
た
。
な
お
記
念
講
演
会
に
は
、
代

議
士
田
原
春
次
、
福
岡
県
議
藤
原
梅
太
郎
、
全
水
幹
部
北
原
春
作
、
大
阪
市
議
山
田

金
太
郎
ら
が
講
師
と
な
っ
て
い
る
。

宣
言
で
は
、
代
義
士
・
県
会
議
員
な
ど
出
し
て
い
る
福
岡
県
に
比
し
て
、
「
教
育

の
程
度
が
高
い
と
自
ら
誇
っ
て
ゐ
る
」
長
野
県
は
、
一
人
の
町
村
長
も
出
し
て
い
な

い
、
差
別
事
象
反
対
闘
争
だ
け
で
な
く
、
部
落
大
衆
の
生
活
と
文
化
を
高
め
、
や
が

て
政
治
的
社
会
的
に
福
岡
県
の
や
う
な
「
部
落
大
衆
の
理
想
実
現
の
為
に
大
同
団
結

を
計
り
時
局
を
認
識
し
一
路
国
策
の
線
に
沿
ふ
て
邁
進
せ
ん
こ
と
を
誓
ふ
」
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
全
額
国
庫
負
担
に
よ
る
部
落
施
設
の
獲
得
、
封
建
的
差
別
を
な
く
し

て
其
の
挙
国
一
致
を
具
現
せ
よ
、
事
変
下
の
部
落
大
衆
団
結
せ
よ
と
訴
え
た
、
と
い

う
の
で
あ
る
。

こ
の
宣
言
で
は
、
①
選
挙
圃
争
と
部
落
の
団
結
㊥
徹
底
し
た
部
落
改
善
③
国
家
主

義
の
前
進
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
、
全
水
県
連
の
姿
勢
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
全
水

県
連
は
、
一
九
三
〇
年
前
後
と
は
大
き
く
変
質
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
㊤
㊥
は
こ
の

時
期
の
新
し
い
た
た
か
い
方
で
あ
り
、
ま
た
妥
協
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
」
九
三
八
年
六
月
十
五
日
、
全
水
第
二
回
拡
大
中
央
委
員
会
は
つ
い
に
綱

傍
を
改
正
し
て
、
「
国
体
の
本
義
に
徹
し
、
国
家
の
興
隆
に
貢
献
し
、
国
民
融
和
の

（34）

完
成
を
期
す
」
と
し
、
国
家
総
動
員
へ
の
積
極
的
参
加
を
唱
え
、
大
き
く
国
家
主
義



戦時下の部落問題　Ⅲ

35

的
解
放
運
動
、
す
な
わ
ち
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
融
和
運
動
の
方
向
へ
足
を
倦
み
出
し
た
。

同
年
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
の
全
水
第
十
五
回
大
会
も
、
「
銃
後
部
落
改
善
運
動
」

だ
け
が
大
き
く
焦
点
化
さ
れ
、
往
年
の
解
放
闘
争
か
ら
大
き
く
後
退
し
て
し
ま
っ
た

（
∬
）

の
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
た
全
水
長
野
県
連
拡
大
執
行
委
員
会
は
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
は
）

二
月
二
日
、
北
佐
久
郡
岩
村
田
町
岩
子
鉱
泉
に
開
か
れ
、
地
区
委
員
二
〇
名
出
席
、

皇
居
遥
拝
、
皇
軍
将
兵
の
武
運
長
久
、
戦
死
者
の
英
霊
に
黙
祷
、
高
塚
伝
右
衛
門
県

連
執
行
委
員
長
が
第
十
五
回
大
会
の
状
況
報
告
、
朝
倉
中
央
委
員
は
、
「
前
内
閣
の
国

際
正
義
と
社
会
正
義
、
現
内
閣
の
国
民
総
親
和
等
」
は
、
「
融
和
運
動
に
極
め
て
理

解
あ
る
師
な
る
を
以
て
、
之
を
最
高
方
針
と
し
て
飽
く
迄
も
国
策
を
支
持
し
、
全
国

大
会
の
線
に
沿
ひ
協
力
一
致
融
和
促
進
と
銃
後
活
動
に
遇
進
す
」
と
し
、
徹
底
的
囲

（36）

争
主
義
は
と
ら
ず
、
警
察
・
学
校
等
と
協
力
す
る
と
強
調
し
た
、
と
あ
る
。

朝
倉
は
北
佐
久
郡
北
大
井
村
会
談
員
転
は
三
回
当
選
し
て
い
る
が
、
県
会
議
員
選

挙
に
は
つ
い
に
一
回
も
当
選
で
き
な
か
っ
た
。
四
回
の
県
会
読
点
選
挙
の
う
ち
二
回

は
、
一
九
三
九
年
に
集
中
し
て
い
る
。
四
月
二
十
二
日
北
佐
久
郡
県
議
補
選
に
立
侯

（37）

補
し
た
が
九
二
言
芥
、
第
三
位
（
三
人
立
候
禰
）
に
終
わ
っ
た
1
　
つ
づ
い
て
秋
の
同

年
九
月
二
十
七
日
社
会
大
衆
党
よ
り
立
候
補
し
た
が
第
六
位
（
最
下
位
）
、
五
四
三

（38）

票
で
落
選
し
て
い
る
。
町
村
別
得
票
数
は
＜
蓑
3
V
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
　
太
平
洋
戦
争
下
の
水
平
運
動

l
　
満
州
移
民
と
全
水
長
野
県
連

全
水
長
野
県
連
は
、
一
九
三
八
年
段
階
で
す
で
に
、
部
落
住
民
の
満
州
移
民
を
い

ち
早
く
取
り
あ
げ
て
い
た
が
、
長
野
県
同
仁
会
も
同
年
九
月
、
傘
下
の
部
落
住
民
転

（39）

満
州
移
民
奨
励
を
通
知
し
て
、
本
格
的
に
部
落
住
民
の
移
民
転
乗
り
出
し
て
い
た
。

こ
の
場
合
、
長
野
県
同
仁
会
が
満
州
移
民
に
乗
り
出
す
こ
と
は
、
官
製
融
和
団
体
と

し
て
国
家
政
策
に
従
う
と
い
う
観
点
か
ら
う
な
づ
け
る
の
で
あ
る
が
、
全
水
長
野
県

連
が
全
水
方
針
に
さ
き
が
け
て
こ
れ
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
全
水
長
野
県

連
の
変
質
、
転
換
を
具
体
的
に
示
す
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
は
、

長
野
県
同
仁
会
も
全
水
長
野
県
連
も
、
そ
の
運
動
形
態
、
性
格
が
か
な
り
類
似
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
全
国
水
平
社
幹
部
で
大
日
本
連
合
青
年
団
職
員
と
な
っ
て
い
た
北
原
泰

（40）

作
も
こ
の
こ
ろ
満
州
開
拓
地
を
視
察
し
て
い
た
が
、
一
九
三
九
年
九
月
に
は
長
野
県

同
仁
会
主
事
補
木
藤
岩
雄
、
同
会
更
生
指
導
員
原
田
亨
一
ら
に
ま
じ
っ
て
、
全
水
長

野
県
連
の
活
動
家
高
橋
利
重
も
、
長
野
県
同
仁
会
更
生
指
導
員
と
し
て
渡
満
し
て
開

（41）

高
橋
利
乱
撃
完
二
七
年
三
月
北
佐
久
農
業
学
校
を
卒
業
し
、
食
肉
●
生
皮
販

売
に
当
た
り
、
実
姉
く
ら
子
（
本
名
く
ら
の
）
の
影
響
な
ど
あ
っ
て
水
平
運
動
に
か

か
わ
る
。
長
野
県
青
年
水
平
社
の
メ
ソ
バ
ー
と
な
り
、
一
九
二
八
年
九
月
の
長
野
刑

務
所
部
落
出
身
看
守
差
別
事
件
に
関
与
し
て
運
動
、
こ
の
時
期
に
活
動
を
は
じ
め
た

上
中
農
民
組
合
連
合
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
と
の
交
流
で
影
響
を

受
け
た
が
漸
次
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
影
響
も
受
け
る
。
県
特
高
課
の
要
注
意
人
物
。

一
九
三
〇
年
の
瀬
戸
区
有
林
闘
争
、
同
三
一
年
の
沓
沢
事
件
で
活
動
し
た
が
、
沓
沢

事
件
で
検
挙
さ
れ
た
。
一
時
、
日
本
戦
闘
的
無
神
論
者
同
盟
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
も

あ
る
が
、
日
中
戦
争
開
始
以
後
と
く
に
強
く
思
想
的
に
変
化
し
、
信
濃
同
仁
会
が
長

野
県
同
仁
会
に
改
組
さ
れ
て
か
ら
、
県
同
仁
会
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
一
九
三

九
年
九
月
、
前
述
の
よ
う
に
中
央
融
和
事
業
協
会
の
同
年
度
第
l
面
満
州
視
察
l
≡

名
の
隊
員
に
加
え
ら
れ
、
木
藤
・
原
田
せ
と
も
に
長
野
県
か
ら
参
加
し
た
。
こ
の
と

き
の
視
察
地
は
、
第
一
次
弥
栄
村
・
千
振
郷
。
龍
爪
・
四
家
房
な
ど
、
「
比
較
的
初

期
の
開
拓
地
で
、
地
理
的
条
件
も
よ
く
農
業
経
営
の
た
め
の
農
具
は
じ
め
条
件
も
と

（43）

と
の
い
団
員
も
精
選
さ
れ
、
政
府
の
奨
励
も
行
き
届
い
て
い
た
と
こ
ろ
」
で
あ
っ

た
。
高
橋
利
重
は
、
中
央
融
和
事
業
協
会
検
閲
誌
『
更
生
』
に
、
巡
回
視
察
し
て
き

た
開
拓
地
の
農
業
経
営
、
耕
地
と
土
壌
、
気
象
、
地
勢
な
ど
を
考
察
し
た
報
告
を
書

（44）

い
て
い
る
。
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一
九
四
〇
年
（
昭
和
1
5
）
に
な
る
と
、
満
州
移
民
問
題
は
さ
ら
に
切
迫
し
て
く

る
。
高
橋
利
重
は
、
県
同
仁
会
更
生
指
導
員
と
し
て
一
段
と
活
動
的
に
な
り
、
北
佐

久
郡
北
大
井
村
の
水
平
運
動
家
高
橋
角
市
二
九
〇
七
年
l
月
生
ま
れ
）
に
満
州
移

民
を
す
す
め
た
よ
う
で
あ
る
。
朝
倉
の
下
で
活
動
し
て
き
た
故
高
橋
角
市
の
証
言
に

（45）

よ
る
と
、
日
中
戦
争
開
始
後
か
ら
水
平
運
動
が
い
ち
じ
る
し
く
行
き
詰
ま
り
、
弾
圧

が
き
び
し
く
な
っ
て
き
た
。
本
土
で
は
も
う
運
動
が
で
き
な
い
、
部
落
の
中
で
小
作

人
を
や
っ
て
い
る
よ
り
率
先
し
て
満
州
へ
行
っ
て
ほ
し
い
、
と
満
州
を
視
察
し
て
き

た
水
平
社
の
先
輩
（
高
橋
利
重
で
あ
ろ
う
か
、
角
市
と
親
戚
）
に
い
わ
れ
た
こ
と
、

県
水
平
社
最
高
幹
部
朝
倉
に
も
、
水
平
社
の
立
場
と
し
て
も
行
っ
て
も
ら
わ
ね
は
困

る
、
部
落
の
模
範
と
し
て
行
く
よ
う
に
と
懇
請
さ
れ
た
こ
と
、
子
ど
も
が
多
か
っ
た

こ
と
（
五
人
）
、
な
ど
の
理
由
で
滞
州
移
民
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
l
九

四
〇
年
（
昭
和
1
5
）
四
月
二
十
八
日
、
数
え
年
三
十
四
歳
の
角
市
は
、
老
父
を
は
じ

め
家
族
を
率
い
て
出
発
、
家
族
八
名
の
う
ち
四
名
を
満
州
で
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

（46）
あ
る
。部
落
経
済
更
生
運
動
が
思
わ
し
い
成
果
を
挙
げ
得
な
か
っ
た
中
で
、
日
中
戦
争
開

始
に
よ
る
国
家
総
動
員
体
制
強
化
が
す
す
め
ら
れ
る
と
、
人
的
物
的
資
源
動
員
の
た

め
に
満
州
移
民
が
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
「
資
源
調
整
事

業
」
と
い
う
名
の
動
員
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年

十
一
月
二
十
五
日
、
長
野
県
同
仁
会
が
主
催
し
た
資
源
調
整
指
導
者
錬
成
黄
習
会
が

開
か
れ
る
と
、
長
野
県
同
仁
会
北
佐
久
支
会
嘱
託
朝
倉
が
、
高
橋
利
重
と
と
も
に
滞

（47）

州
視
察
談
を
報
告
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
朝
倉
は
す
で
に
こ
の
時
点
で
長
野
県
同
仁
会
の
支
会
レ
ベ
ル
で
嘱
託

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
朝
倉
は
県
同
仁
会
に
つ
い
て
特
別
考
慮
す
る
必
要
を

認
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
信
濃
同
仁

会
で
は
な
く
、
官
製
融
和
団
体
と
し
て
の
長
野
県
同
仁
会
は
、
信
濃
同
仁
会
を
止
揚

し
、
全
水
県
連
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
別

の
見
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
全
水
県
連
が
質
的
変
化
＝
転
向
し
て
い
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
資
源
調
整
事
業
」
と
い
う
名
の
中
国
便
略
の
満
州
移
民

に
、
ま
っ
た
く
矛
盾
を
感
じ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
朝
倉
は
、
一
九
四
〇
年
±
一
月
十
日
か
ら
十
一
日
ま
で
奈
良
県
植
原
に

開
か
れ
た
紀
元
二
千
六
首
年
奉
祝
全
国
融
和
団
体
連
合
大
会
に
出
席
し
て
い
る
が
、

こ
の
と
き
朝
倉
は
、
長
野
県
同
仁
会
支
会
嘱
託
と
い
う
肩
書
で
出
席
し
て
お
り
、
高

（48）

権
利
重
（
肩
書
な
し
）
も
長
野
県
同
仁
会
副
会
長
成
沢
伍
一
郎
も
出
席
し
て
い
る
。

成
沢
は
元
膚
渡
同
仁
会
理
事
長
で
あ
っ
た
。
朝
倉
も
ま
た
、
「
融
和
運
動
活
動
家
」

と
い
う
形
に
変
っ
て
き
て
い
る
の
が
、
一
九
四
〇
年
段
階
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の

時
期
の
水
平
運
動
の
変
質
に
与
え
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
教
え
る
も
の
で
あ

った。一
九
四
l
年
高
橋
利
重
は
中
央
融
和
事
業
協
会
か
ら
更
生
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ

た
地
元
北
佐
久
郡
北
大
井
村
に
お
い
て
、
積
極
的
に
部
落
住
民
の
満
州
移
民
に
と
り

（49）

く
ん
だ
の
で
あ
る
。

2
　
部
落
厚
生
皇
民
運
動
・
大
和
報
国
運
動
の
動
向
と
全
水
長
野
県
連

日
中
戦
争
の
開
始
、
総
動
員
体
制
の
進
捗
の
中
で
、
全
水
の
運
動
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
動
格
、
対
立
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
部
落
厚
生
皇
民
運
動
の
成
立
で
あ

（50）

る
。
部
落
厚
生
皇
民
運
動
の
グ
ル
ー
プ
は
、
水
平
運
動
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
、
水
平

社
そ
の
も
の
を
解
散
し
て
、
部
落
問
題
の
解
決
を
国
内
の
「
革
新
運
動
」
と
の
関
連

の
も
と
に
行
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
運
動
を
推
進
し
た
全
水
左
派
幹
部
は
、

l
九
四
〇
年
（
昭
和
1
5
）
四
月
三
日
、
部
落
厚
生
皇
民
運
動
全
国
協
議
会
準
備
会
を

結
成
し
た
が
、
こ
の
準
備
会
に
は
十
二
府
県
か
ら
四
〇
余
名
が
参
加
、
長
野
県
か
ら

（51）

は
前
述
の
高
橋
利
重
が
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
準
備
会
に
対
し
て
全
水
本
部
は
、
八
月
四
日
緊
急
拡
大
中
央
委
員
会
を
開

き
、
部
落
厚
生
皇
民
運
動
を
否
定
、
朝
田
善
之
助
・
野
崎
清
二
・
北
原
春
作
・
松
田

（52）

喜
l
の
四
名
を
全
水
か
ら
除
名
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
除
名
者
の
補
充
と
し
て
、

中
央
委
員
の
朝
倉
や
深
川
武
（
東
京
）
ら
が
、
新
た
に
全
水
中
央
委
員
会
の
常
任
中

（53）

央
委
員
に
昇
格
し
た
。
そ
の
意
味
で
朝
倉
ら
は
全
水
最
高
幹
部
の
一
員
と
な
っ
た
の
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で
あ
る
。
八
月
二
十
四
日
部
落
厚
生
皇
民
運
動
全
国
協
讃
会
の
第
一
回
全
国
会
譲
が
開
か

れ
、
民
族
、
国
家
の
興
隆
に
よ
る
部
落
問
題
の
解
決
を
運
動
方
針
に
掲
げ
た
。
こ
の

全
国
会
議
に
お
い
て
、
高
橋
利
重
は
は
こ
の
会
議
に
は
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う

（54）

で
あ
る
が
、
理
事
に
推
さ
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
全
国
水
平
社
は
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
、
内
部
的
に
大
き
く
分
裂
の

危
磯
に
直
面
し
て
い
た
。
し
か
も
官
憲
に
よ
る
圧
力
は
き
び
し
く
、
水
平
社
解
消
が

大
き
な
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
部
落
厚
生
皇
民
運
動
全
国
会
譲
が
開
か
れ
て
い

た
と
き
、
全
水
は
第
十
六
回
全
国
大
会
を
開
き
、
こ
の
大
会
の
副
議
長
に
朝
倉
が
就

任
（
議
長
は
松
本
治
一
郎
）
、
挙
国
総
動
員
の
「
大
和
報
国
運
動
」
を
論
議
し
て
い

′55）た
。
十
一
月
二
日
の
全
水
府
県
代
表
者
会
議
は
、
水
平
社
解
消
を
決
意
し
て
「
大
和

報
国
運
動
」
を
支
拝
し
響

十
l
月
三
日
大
和
報
国
運
動
発
足
大
会
が
開
か
れ
、
朝
倉
は
全
水
側
理
事
と
し
て

（57）

出
席
、
全
水
長
野
県
連
の
高
塚
伝
右
衛
門
は
、
県
連
代
表
と
し
て
出
席
し
た
。
「
大

和
報
国
運
動
名
帝
」
に
よ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
つ
て
の
社
会
運
動
団
体
Ⅰ
労
働
運

動
・
農
民
運
動
・
婦
人
運
動
・
部
落
解
放
運
動
な
ど
の
団
体
の
は
か
右
翼
団
体
も
参

加
し
て
い
た
。
部
落
問
題
関
係
で
は
、
融
和
団
体
か
ら
山
本
正
男
∵
武
内
了
温
・
岡

本
弥
・
中
村
至
道
・
木
藤
岩
雄
（
長
野
）
な
ど
多
数
が
参
加
し
て
お
り
、
水
平
社
の

関
係
で
は
、
当
時
ま
で
活
動
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
松
本
治
一
郎
・
井

元
麟
之
・
深
川
武
・
野
本
武
l
・
辻
本
晴
丁
小
山
紋
太
郎
・
粟
須
菩
l
郎
・
田
中

松
月
・
木
村
京
太
郎
・
朝
倉
二
閏
塚
ら
の
名
前
が
見
え
る
。

仝
水
本
部
の
中
に
み
ら
れ
た
右
の
よ
う
な
二
つ
の
潮
流
、
部
落
厚
生
皇
居
運
動
は

短
い
運
動
の
結
果
消
滅
し
、
大
和
報
国
運
動
は
一
九
四
一
年
（
昭
和
1
6
）
八
月
三
日

大
和
報
国
会
と
改
称
、
八
月
十
二
日
に
は
同
会
は
大
日
本
興
亜
同
盟
に
加
盟
、
松
本

（59）

（
治
）
・
井
元
・
深
川
・
浅
倉
ら
全
水
常
任
委
員
も
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

そ
し
て
大
和
報
国
会
の
中
で
全
水
が
融
和
団
体
と
の
合
同
が
不
成
立
に
終
わ
り
、

全
水
は
解
消
し
な
か
っ
た
。
十
二
月
八
日
太
平
洋
戦
争
勃
発
、
翌
l
九
四
二
年
一
月

二
十
日
、
全
水
が
言
論
、
出
版
、
結
社
等
の
臨
時
取
締
法
に
よ
り
、
願
事
不
呈
出
の

形
で
遂
に
解
消
す
る
に
至
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
下
に
こ
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど
っ
た
全
水
お
よ
び
全
水
長
野
県
連
の

中
で
、
朝
倉
は
終
始
松
本
治
一
郎
ち
と
行
動
を
共
に
し
て
き
た
し
、
ま
た
金
氷
長
野

県
連
も
全
水
の
基
本
的
方
針
に
従
っ
て
き
た
の
が
特
色
で
あ
る
。
朝
倉
は
こ
の
間
、

統
制
会
社
日
本
新
興
革
統
制
会
社
に
関
与
し
、
社
長
松
本
治
一
郎
を
深
川
や
小
山
紋

太
郎
と
と
も
に
補
佐
し
て
い
る
し
、
水
平
運
動
の
面
で
は
大
和
報
国
運
動
を
推
進
し

て
き
た
の
で
あ
る
。

む

　

す

　

び

最
後
に
小
稿
の
ま
と
め
を
し
て
む
す
び
に
し
た
い
。

Ⅲ
一
九
三
〇
年
前
後
に
高
揚
し
た
全
水
長
野
県
連
の
運
動
は
、
沓
沢
事
件
の
弾
圧

に
よ
っ
て
停
滞
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
指
導
権
が
ボ
ル
系
か
ら
ア
ナ
系
に
移
っ
た
。

ア
ナ
系
の
中
心
朝
倉
重
曹
は
、
全
水
中
央
の
全
農
総
本
部
派
に
対
す
る
批
判
を
よ
そ

に
、
全
農
総
本
部
派
に
つ
ら
な
り
、
労
大
党
か
ら
県
議
選
に
出
馬
、
全
県
全
国
会
議

の
強
力
な
長
野
県
下
で
、
全
段
と
全
水
の
提
携
の
流
れ
を
薄
め
、
次
第
に
全
水
長
野

県
連
を
社
会
民
主
主
義
系
の
勢
力
と
の
つ
な
が
り
だ
け
に
し
て
し
ま
っ
た
。

㈲
日
中
戦
争
の
開
始
に
よ
る
全
水
の
非
常
時
宣
言
は
、
全
水
長
野
県
連
に
も
影
響

を
与
え
、
早
々
と
大
き
く
方
向
転
換
す
る
。
と
く
に
そ
の
中
で
、
満
州
移
民
を
率
先

し
て
提
唱
し
て
い
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
長
野
県
の
行
政
、
地
域
支
配
層
の
満
州

移
民
鼓
舞
の
風
潮
は
、
水
平
運
動
に
も
影
響
し
、
全
水
長
野
県
連
の
融
和
化
を
促
進

し
、
長
野
県
同
仁
会
と
競
合
し
て
行
っ
た
。

囲
太
平
洋
戦
争
下
で
は
、
全
水
の
中
に
み
ら
れ
た
部
落
厚
生
皇
民
運
動
・
大
和
報

国
運
動
が
、
若
干
影
響
し
た
。
こ
の
時
期
、
朝
倉
が
松
本
治
一
郎
を
中
心
と
し
た
全

水
の
中
で
き
わ
だ
っ
た
活
動
を
し
、
同
時
に
長
野
県
同
仁
会
嘱
託
と
い
う
性
格
も
併

せ
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
水
平
運
動
の
決
定
的
変
質
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
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（註1）（2）（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）（11）

拙
著
『
近
代
部
落
史
の
研
究
－
長
野
県
の
具
体
像
』

る。

「
水
平
新
聞
」
（
復
刻
版
）
昭
和
五
年
二
月
五
日

「
日
本
社
会
運
動
通
信
」
昭
和
五
年
二
月
五
日

前
掲
拙
著
l
　
〓
～
二
二
貢
。

同
右
　
二
七
五
～
二
八
一
貫
。

二
五
四
貢
以
下
に
概
要
が
あ

（12）（罠）（14）（15－）（16）（17）（18）（19）（20）（21）（22）（23）（鎚）（25）（26）

「
水
平
新
聞
」
（
復
刻
版
）
昭
和
六
年
六
月
二
十
八
日

拙
著
『
近
代
部
落
史
の
研
究
』
九
二
貢
、
大
井
隆
男
『
農
民
自
治
運
動
史
』
一
六

〇
～
l
六
二
貢
な
ど
参
照
。

前
掲
大
井
著
四
〇
三
貢
以
下
お
よ
び
拙
著
二
六
三
～
l
〓
ハ
四
頁
。

林
虎
雄
『
過
ぎ
て
来
た
道
』
八
〇
～
八
一
貫
。
『
長
野
県
史
』
近
代
史
料
編
入
Ⅰ
ニ
「

九
〇
〇
1
九
〇
一
貫
。

青
木
粛
二
郎
『
長
野
県
社
会
運
動
史
』
三
二
六
1
三
二
七
貢
。

前
掲
青
木
恵
一
郎
著
書
三
二
六
貢
に
よ
る
と
、
全
鼻
全
国
会
議
は
三
四
組
合
二

五
％
）
、
組
合
員
数
一
七
一
〇
人
（
〓
丁
九
％
）
、
全
塵
総
本
部
派
は
八
組
合
（
三
・

五
％
）
、
組
合
員
数
四
七
二
人
（
三
二
ハ
％
）
、
単
独
小
作
人
組
合
数
〓
ハ
六
　
（
七

三
・
五
％
）
、
鼠
合
負
数
一
万
〇
二
四
人
（
七
六
・
〇
％
）
で
あ
っ
た
。

前
掲
『
長
野
県
史
』
近
代
史
料
編
入
Ⅰ
三
、
九
〇
九
1
九
l
O
頁
。

「
水
平
新
聞
」
昭
和
七
年
七
月
三
日

昭
和
十
年
県
知
事
の
「
事
務
引
継
等
」

前
掲
『
過
ぎ
て
来
た
道
』
八
三
頁
。

長
野
県
庁
所
蔵

「
信
渡
毎
日
新
聞
」
昭
和
六
年
九
月
二
十
九
日
　
▼

『
融
和
時
報
』
昭
和
六
年
十
月
一
日

北
佐
久
郡
「
旧
北
大
井
村
役
場
資
料
」
　
コ
ピ
ー
。

「
信
濃
毎
日
新
聞
」
昭
和
六
年
九
月
二
十
九
日

「
同
着
」
　
　
　
　
昭
和
六
年
十
月
一
日

「
同
右
」
　
　
　
　
昭
和
十
年
九
月
二
十
九
日

「
同
右
」
　
　
　
　
昭
和
十
年
九
月
三
十
日

『
長
野
県
史
』
近
代
史
料
編
入
－
三
六
四
四
貫
以
下
、
六
九
五
貢
以
下
。

「
水
平
新
聞
」
（
復
刻
版
）
昭
和
五
年
二
月
五
日

『
長
野
県
史
』
近
代
史
料
編
入
－
三
。
六
七
六
1
六
七
七
貢
。
「
引
継
書
」
は
長
野

■
県
庁
所
蔵
。

（
㌘
（
讐
部
落
問
題
研
究
所
編
『
水
平
運
動
史
の
研
究
』
葬
四
巻
資
料
簾
下
二
四
〇
貢
。
3
8

（
2
8
）
　
全
水
第
十
四
回
大
会
で
は
、
融
和
事
業
完
成
l
O
ヵ
年
計
画
反
対
、
出
版
、
映

画
、
演
劇
差
別
乳
弾
、
要
求
綱
領
決
定
、
綱
領
を
「
我
等
は
、
集
団
的
闘
争
を
以
っ

セ
政
治
的
ヾ
経
済
的
、
文
化
的
領
域
に
於
け
る
人
民
的
権
利
を
擁
護
伸
張
し
、
被
圧

迫
部
落
大
衆
の
絶
対
解
放
を
期
す
」
と
改
正
し
た
。

（
3
0
）
　
『
融
和
事
業
年
鑑
』
昭
和
十
四
年
版
二
六
〇
貢
。

（
3
1
）
　
『
水
平
運
動
史
の
研
究
』
第
l
巻
年
表
簾
。

（
3
2
）
　
『
長
野
県
史
』
近
代
史
料
編
入
－
三
、
六
八
九
貢
以
下
。

（
3
3
）
　
『
同
右
』
六
九
一
－
六
九
二
貢
。

（
3
4
）
　
『
融
和
事
業
年
鑑
』
昭
和
十
四
年
版
二
六
〇
1
二
六
二
且
。

（
3
5
）
　
『
水
平
運
動
史
の
研
究
』
第
四
巻
資
料
篇
下
二
四
三
頁
以
下
。

（
3
6
）
　
「
特
高
月
報
」
昭
和
十
四
年
二
月
分

（
3
7
）
　
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
昭
和
十
四
年
四
月
二
十
三
日

（
3
8
）
　
「
同
右
」
昭
和
十
四
年
九
月
二
十
九
日

（
…
豊
　
『
長
野
県
史
』
近
代
史
料
八
Ⅰ
三
、
六
九
三
1
六
九
四
頁
。
前
掲
拙
著
。

（
4
0
）
　
『
更
生
』
二
五
号
（
l
九
三
九
年
三
月
）

（
4
1
）
（
4
4
）
　
『
更
生
』
二
九
号
（
一
九
三
九
年
十
l
月
）

（
4
2
）
　
『
長
野
県
史
』
近
代
史
料
滞
八
1
三
、
拙
著
『
近
代
部
落
史
の
研
究
』
、
青
木
窟
二

郎
『
長
野
県
社
会
運
動
史
』
『
更
生
』
な
ど
に
よ
る
。

（
4
3
）
　
拙
著
「
戦
時
下
の
部
落
問
題
Ⅱ
」

（
空
　
部
落
問
題
研
究
所
編
『
水
平
運
動
の
無
名
戦
士
』
所
収
拙
稿
「
長
野
・
小
諸
水
平
社

の
高
橋
角
市
さ
ん
」
は
か
。

（
4
6
）
　
長
野
県
開
拓
日
興
会
満
州
開
拓
史
刊
行
会
霜
『
長
野
県
満
州
開
拓
史
』
名
簿
霜
四

五
〇
貢
。

（
4
7
）
　
『
水
平
運
動
史
の
研
究
』
第
一
巻
年
表
篇

（
讐
　
「
紀
元
二
千
六
青
年
奉
祝
全
国
融
和
団
体
聯
合
大
会
要
項
」

（
4
9
）
　
『
更
生
』
三
八
号
二
九
四
一
年
六
月
）

（
讐
（
聖
（
5
4
）
　
『
部
落
問
題
・
水
平
運
動
資
料
集
成
』
第
三
巻
六
六
三
貢
以
下
。
部
落
厚

生
皇
民
運
動
が
詳
し
い
。

（
讐
（
讐
（
讐
（
讐
（
5
7
）
（
讐
（
讐
　
『
同
右
』
六
八
四
頁
以
下
。
大
和
報
国
運
動
が
詳
し

い。

（
6
0
）
　
『
同
右
』
七
七
三
頁
。

（歴史学）


